
・給与マスター基本（修正）通知書６－１【記入例】

　

通知年月日 令和 年 月 日

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104

○○○○○○○

○○○○○○○

1 枚中 1 枚目

記入上の注意事項等

○新規入力時：12ヶ月分を記入する。（4～93カラムまでの各項目は必須単位項目。）手当額のない月については '000000' を記入する。（空白は不可。）

〇修正入力時：上記、新規入力時と同様だが、併せて修正する期間の始期を「自」年月日に記入する。なお、過去の特定期間のみを修正する場合は次のとおりとする。

　　　　　　　　　　・12ヶ月のうち修正したい月のみ金額を記入し、併せて修正する期間について「自」年月、「至」年月を記入する。（4～21カラムまでの各項目も必ず記入する。）

　　　　　　　　　　・併せて、当月以降12ヶ月分の内容を正しい状態にするため、当月以降12カ月分の内容を上記、新規入力時と同様の方法で記入する。 ※本通知書を作成する際には、新規入力時、修正

○新規入力時：通勤課税対象額の有無にかかわらず、12ヶ月分を記入する。（4～16、22～93カラムまでの各項目を必ず記入し、17～21カラムは記入しないこと。） 入力時ともに、通勤手当区分コード：１（通勤手当額）、

通勤課税対象額のない月については '000000' を記入する。（空白は不可。） ２（課税対象額）、３（標準報酬算定基礎額）を必ず

〇修正入力時：上記、新規入力時と同様だが、併せて修正する期間の始期を「自」年月日に記入する。なお、過去の特定期間のみを修正する場合は次のとおりとする。 セットで記入すること。

　　　　　　　　　　・12ヶ月のうち修正したい月のみ金額を記入し、併せて修正する期間について「自」年月、「至」年月を記入する。（4～16カラムまでの各項目も必ず記入する。）

　　　　　　　　　　・併せて、当月以降12ヶ月分の内容を正しい状態にするため、当月以降12カ月分の内容を上記、新規入力時と同様の方法で記入する。

○新規入力時：12ヶ月分を記入する。（4～16、22～93カラムまでの各項目は必須単位項目。）通勤手当額を記入するが、複数月（支給単位期間）分を一括して支給される場合には、

　　　　　　　　　　１か月当たりの金額を算出して各月に記入する。なお、算出した額に１円未満の端数があるときは、当該支給単位期間中における末月以外の月分として算出される額に

　　　　　　　　　　係る端数はこれを切り捨て、当該支給単位期間中における末月分として算出される額に加算する（加算後の額に1円未満の端数があるときは、これを切り上げる）。

〇修正入力時：上記、新規入力時と同様だが、併せて修正する期間の始期を「自」年月日に記入する。
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※「区分コード」欄関係

2 課税対象額

1 通勤手当額

区　　　　　分コード

（修正例） ○○年４月１日着任時に自動車を使用する職員で認定したが、４月中に通勤方法をバス（6ヶ月定期券：111,940円）に変更したバスを使用

する職員

（最長支給単位期間６か月）の内容で認定し、これらの内容を○○年５月例月処理で○○年４月に遡及して入力する場合

ア ○○年４月分は自動車使用職員として認定し、区分１に手当額、「自」年月を入力、区分２に課税対象額「自」年月を入力

イ ○○年５月分から交通機関利用職員として認定し区分１に手当額を入力、区分に２に課税対象額を入力する

自動車を使用する職員の例：「距離数」欄は３桁

区 分 コ ー ド が

２ と ３ の と き は

入 力 し な い

遡及入力のときは

「自」年月を入力する

月別通勤手当額通勤課税対象額欄は ４月～３月まで記入する。

全月同額の場合は、４月欄のみ記入し、 28～93カラム間を

等で記入しても良い

通勤課税対象額については、金額を確認して記入する。

課税対象額が無い場合は「０」で埋め、空欄にはしない


